
 

 

松岡
まつおか

信道
あきみち

と、もっと豊中市！ 
編集・発行／豊中から日本を動かす会 

 

駅前・街角での 3秒間の出会いを、無限大の関係に！日々の活動などはホームページで。 

豊中らしさを創る 

 

 

27
号
で
す
。
温
故
創
新
の

配
布
を
豊
中
市
全
域
で
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 三
島
由
紀
夫
氏
ゆ
か
り
の
地 

豊
中
市
は
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を

推
進
し
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
に
司
書
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
昔
は
図
書
室
と
い
い
ま
し

た
が
、
今
は
学
校
図
書
館
と
い
い
、
保
健
室

の
先
生
が
い
る
よ
う
に
、
学
校
図
書
館
に
司

書
の
先
生
が
い
ま
す
。 

読
書
の
秋
の
一
冊
と
し
て
、
三
島
由
紀
夫

氏
の
『
愛
の
渇
き
』
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
豊
中
市
は
三
島
由
紀
夫
氏
の
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？
『
愛

の
渇
き
』
は
豊
中
市
に
あ
っ
た
農
園
が
舞
台

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
農
園
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
の
が
実
在
し
た
江
村
農
園
。
三
島
由
紀

夫
氏
の
い
と
こ
が
江
村
農
園
の
近
く
に
住

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
豊
中
市
に
三
島
由

紀
夫
氏
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

作
品
の
中
で
は
、
服
部
霊
園
や
阪
急
岡
町

駅
が
実
名
で
登
場
し
、
現
在
に
も
続
い
て
い

る
八
坂
神
社
や
原
田
神
社
の
祭
り
も
詳
述

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い

田
園
風
景
の
あ
っ
た
頃
の
豊
中
市
を
作
品

の
中
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

書
評
は
他
に
譲
り
ま
す
が
、
話
の
内
容
は

ち
ょ
っ
と
R
指
定
が
か
か
り
そ
う
な
、
夫
を

亡
く
し
た
女
性
が
愛
に
渇
望
し
て
い
る
様

子
を
描
い
て
い
ま
す
。
衝
撃
的
な
結
末
で
し

た
。
古
く
は
日
活
に
て
映
画
化
も
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
も
っ
と
豊
中
市
ゆ
か
り
の
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
、
読
書
活
動
と
と
も
に
PR
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

1963
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
マ
テ
オ

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
以
来
、
高
校
生

英
語
弁
論
大
会
の
優
秀
賞
者
が
訪
問
し
て
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
り
、
少
年
野
球
チ
ー
ム

が
相
互
訪
問
を
し
て
親
善
試
合
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

４
年
に
一
度
の
来
訪
で
一
週
間
の
滞
在
の

間
に
少
年
野
球
の
親
善
試
合
（
３
勝
３
敗
で

引
き
分
け
）
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
は
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
日
本
の
衣
食
住
を
経
験
し
、

舞
踊
の
練
習
や
茶
道
の
体
験
な
ど
で
日
本
の

伝
統
文
化
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

サ
ン
マ
テ
オ
市
を
歓
迎
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
サ
ン
マ
テ
オ
市
に
派
遣
さ
れ
た
高
校
生

や
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
OB
が
再
会
す
る
姿

を
見
て
、
姉
妹
都
市
交
流
が
歴
史
あ
る
有
意

義
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
第
１
回
サ
ン

マ
テ
オ
遠
征
を
し
た
少
年
は
現
在
44
歳
で
、

プ
ロ
野
球
の
ス
カ
ウ
ト
、
高
校
野
球
部
の
監

督
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
来
訪
さ
れ
た
サ
ン
マ
テ
オ

チ
ー
ム
の
監
督
も
、
か
つ
て
少
年
時
代
に
は

選
手
と
し
て
、
親
善
交
流
の
た
め
に
来
日
さ

れ
た
そ
う
で
す
。 

 

２
年
後
、
提
携
50
周
年
記
念
に
豊
中
市
の

少
年
野
球
チ
ー
ム
が
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
豊
中
市
を
あ
げ
て
周
年
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。
基
礎
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ
、
外
交
や

経
済
問
題
と
は
違
う
次
元
で
国
際
交
流
が
で 

 

サ
ン
マ
テ
オ
市
が
来
訪
。  

 

 

防
災
に
取
り
組
み
ま
す
。 

き
、
た
と
え
国
家
間
に
対
立
す
る
課
題
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
相
手
の
国
に
日
本
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
、
相
手
の
国
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
際
社
会
の
中
で
活
躍

で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
も
、

様
々
な
国
と
国
際
交
流
を
し
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

７
月
臨
時
議
会
で
防
災
特
別
委
員
会
に

所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
総
務
常
任

委
員
会
で
危
機
管
理
を
担
当
し
、
防
災
特
別

委
員
会
で
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
一
年
は
防
災
を

活
動
の
柱
と
し
て
、
地
域
で
の
災
害
対
策
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
助
け
合
え
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は

一
朝
一
夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら

顔
の
見
え
る
「
ご
近
所
づ
き
あ
い
」
を
大
切

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

総
務
委
員
会
で
防
災
施
設
を
視
察
。 

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
に
あ
る
広
域

防
災
拠
点
と
防
災
体
験
学
習
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。
緊
急
災
害
時
の
政
府
の
活
動
体

制
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の
普
及
の

た
め
に
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
防
災
を
学
ぶ

施
設
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
神
奈
川
県
秦
野
市
の
公
共
施
設
再

整
備
事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。
公
共
施
設
の

耐
震
化
と
あ
わ
せ
て
、
施
設
の
統
廃
合
も
議

論
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

（
詳
細
は
ブ
ロ
グ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

   



 

、
群
、
市
町
村
の
４
層
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
３
層
構
造
で
あ

る
日
本
と
一
概
に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

学
ぶ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。 

サ
ン
マ
テ
オ
市
の
人
口
は
約
10
万
人
で

市
議
会
議
員
は
６
人
、
う
ち
市
長
は
互
選
で

選
ば
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
小
さ
な
議
院
内
閣

制
が
地
方
自
治
で
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
の
地
方
自
治
は
、
市
長
と
議
員
を
別
々
に

選
ぶ
二
元
代
表
制
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
人
が
市
長
に
な
っ
て
、
議
員
は
５
人
で

す
か
ら
、
議
論
は
深
ま
り
ま
す
し
、
意
思
決

定
が
迅
速
に
行
え
ま
す
。
こ
う
し
た
熟
議
や

ス
ピ
ー
ド
感
に
よ
っ
て
、
「
議
会
政
治
が
動

い
て
い
る
」
こ
と
を
実
感
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
政
治
家
が
６
人
だ
っ
た
ら
顔
と
名

前
が
一
致
し
て
、
市
民
に
と
っ
て
も
政
治
を

身
近
に
感
じ
、
市
政
に
よ
り
関
心
を
も
ち
や

す
く
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

～
豊
中
市
議
会
の
現
状
と
課
題
～ 

豊
中
市
の
人
口
は
約
39
万
人
で
、
市
議
会

議
員
は
36
人
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声 

 

を
広
く
聞
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
意
思

決
定
が
遅
く
、
議
論
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
全
会
一
致
の
原
則
の
せ
い
で
、

議
会
改
革
が
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。 

人
数
が
多
い
た
め
、
豊
中
市
の
代
表
と
い

う
よ
り
も
、
市
内
各
地
域
の
代
表
と
い
う
性

格
が
強
く
、
縄
張
り
意
識
も
芽
生
え
ま
す
。

そ
し
て
、
投
票
率
が
低
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

政
党
色
が
強
く
表
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
政
務
調
査
費
は
月
額
５
万
５
千
円

で
、
府
議
会
議
員
の
50
万
円
と
比
べ
て
も
少

な
く
、
市
議
会
議
員
は
秘
書
や
事
務
員
を
雇

用
で
き
な
い
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
議
員

一
人
で
こ
な
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
選

挙
に
際
し
て
の
活
動
範
囲
は
、
市
議
会
議
員

も
府
議
会
議
員
も
同
じ
で
豊
中
市
全
域
で

す
か
ら
、
市
議
会
議
員
の
負
担
は
大
き
い
で

す
。
「
議
会
政
治
が
動
く
」
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
課
題
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。 

～
20
人
の
市
議
会
＋
20
で
動
く
政
治
を
～ 

市
議
会
議
員
の
仕
事
は
、
人
と
会
っ
て
話 

 
 

～
議
会
改
革
の
私
案
～ 

議
員
報
酬
や
議
員
定
数
の
削
減
は
、
議
会

改
革
の
「
手
段
」
で
あ
っ
て
「
目
的
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
議
会
改
革
の
目
的
は
「
議
員

が
し
っ
か
り
働
い
て
、
議
会
政
治
が
動
く
」

よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

財
政
再
建
の
面
か
ら
議
会
費
を
削
減
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
一
般
会
計
1200

億
円
の
う
ち
、
議
会
費
は
６
億
円
（
議
員
報

酬
、
職
員
人
件
費
、
物
件
費
、
調
査
費
な
ど
）

で
全
体
の
0.5
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
議
会
費
の

削
減
は
聖
域
で
は
な
く
、
今
期
か
ら
議
員
の

報
酬
削
減
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

世
論
に
配
慮
し
て
議
会
費
を
削
っ
て
も
、
財

政
再
建
の
課
題
は
解
決
に
至
り
ま
せ
ん
。 

議
会
改
革
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
実

現
可
能
性
は
低
い
け
れ
ど
も
、
議
論
の
た
た

き
台
と
し
て
、
私
案
を
紹
介
し
ま
す
。 

～
サ
ン
マ
テ
オ
市
議
会
に
学
ぶ
～ 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
体
制
は
国
、
州 

 
 
 

と
よ
な
か
創
政
記 

を
聞
き
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
。
そ

し
て
議
員
同
士
が
議
論
し
、
市
の
方
向
性
を

決
め
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
を
効
率
よ
く
実
現

す
る
た
め
、
議
員
は
20
人
で
い
い
と
考
え
て

い
ま
す
（
サ
ン
マ
テ
オ
市
は
、
市
域
面
積
が

豊
中
市
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
り
、
２
万
人
に
議

員
一
人
で
す
）
。
そ
し
て
、
議
員
が
本
来
の

仕
事
に
専
念
す
る
た
め
、
議
員
を
補
佐
し
、

情
報
を
収
集
し
、
議
員
活
動
を
支
え
る
た
め

の
事
務
を
担
う
政
務
調
査
ス
タ
ッ
フ
が
必

要
で
す
。
議
員
が
少
な
く
て
も
一
人
を
雇
用

で
き
る
だ
け
の
政
務
調
査
費
（
府
議
会
議
員

相
当
）
を
支
給
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

こ
れ
で
試
算
す
る
と
、
議
員
３
人
分
以
上

の
議
会
費
削
減
に
な
り
ま
す
。
36
人
か
ら
33

人
ま
で
削
減
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で

議
会
が
活
性
化
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
財

政
再
建
へ
の
効
果
は
小
さ
く
、
市
民
感
情
に

配
慮
す
る
だ
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
議
会
不
要
論
者
で
な
い
な
ら
、

議
会
費
を
有
効
に
活
用
し
、
「
議
会
政
治
を

動
か
す
」
た
め
の
議
論
が
必
要
で
す
。 

松岡あきみちを応援していただける、 

ミカタを募集しております！ 

氏名
ふりがな

              

             

電話番号 

             

住所 

                 

E-mail 

 

 

【お願い】 
 ・この温故創新を、お住いの向こう三軒両隣、
マンションの集合ポストに配布してください。 

・カンパをいただければ幸いです、皆様のご支援

をよろしくお願いいたします。 

【お知らせ】 
下記のとおり、活動報告のため、ミニ
集会を開催します。奮ってご参加くだ
さい、よろしくお願い致します。 

  日時  9月 23日10時～11時半 
  場所  寺内会館 
（緑地公園駅から南へ徒歩 3分） 
※会場の都合などで変更になる場合があります

ので、ご出席いただける際はご一報ください。 

    

【略歴】 

市立 しんでん幼稚園 
市立 南丘小学校 
市立 第九中学校 

府立 北野高等学校 
同志社大学法学部政治学科 
池田市長、茨木市議インターンシップ修了 

箕面市公募委員（公共下水道） 
大阪府信連職員（JA バンク大阪） 
【現在】   

2007 年 最年少で初当選 （2,791票） 
2011 年 第二位で当選   （5,457票） 
総務常任委員会、防災特別委員会に所属 

【主なボランティア】 
豊中ラグビースクール 
豊中地区 BBS 会 （更生保護活動） 

豊中青年会議所 

 

将来志向で豊中らしさを温故創新！ 

← 

活
動
ブ
ロ
グ
配
信
中 

読んだ後はゴミ箱ではなく、会社の同僚や友人、ご家族の方へ。 

学生の方に・・・社会勉強のために市議会に来ませんか？ 議会インターンシップ、子どもと関わるボランティアも募集しています。 

温故創新を受け取ってくださって、ありがとうございます。記事のリクエストがあれば教えてください。また受け取ってくださいね。 

※ご意見ご感想をお聞かせください。 

TEL:06-7178-7785 

（携帯へ転送します） 

FAX:06-6871-0632 

（後援会事務所） 

Mail:office@matsuoka-akimichi.net 

市議会控室：豊中市中桜塚３－１－１ 
 

※せっかくご連絡いただても、ネット環境の

不具合や FAX の印刷不鮮明などで、お返事で
きない方がいらっしゃいます。恐れ入ります
が、一週間以内に返信がない場合、再度ご連
絡いただければ幸いです。 

ブログに加え、ツイッター（matsuokaakimich）でも情報発信中！みなさんのフォローをお願いします。 


